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源財
主自

22%

78%
源
財
存
依

総務費
6億6,291万円
（18％）

議会費  5,783万円（2％）

民生費
8億5,８79万円
（23％）

衛生費
2億4,095万円
（7％）

労働費  1,251万円（0.3％）
災害復旧費  438万円（0.1％）

商工費
1億5,１３３万円（4％）

消防費
2億361万円
（6％）

公債費
3億6,470万円
（10％）

農林水産業費
2億6,268万円
（7％）

土木費
5億1,439万円
（14％）

教育費
3億9,444万円
　　（11％）

町債として借りた
お金の返済支出分

人件費や徴税・選挙・各調査・
戸籍業務にかかったお金

農業基盤整備や地籍調査
などにかかったお金

高齢者・障がい者福祉・
保育園の委託料などに
かかったお金

小中学校教育運営全般
にかかったお金

地方譲与税  3,773万円（1％）

町 税
4億37万円
（10％）

繰越金
1億5,786万円（4％）

繰入金
4,425万円（1％）

諸収入
1億5,182万円（4％）

各種交付金
2億1,146万円（6％）

国庫支出金
4億2,952万円
（11％）

県支出金
3億733万円
（8％）

地方交付金
18億6,381万円
（48％）

その他
1億391万円（3％）

町民税、固定資産税
軽自動車税など

特別会計や基金から
持ってきたお金

令和5年度の決算で
繰り越されたお金

県からの
補助金など

行政の格差をなくす
ため、国から交付
されたお金

電源立地地域対策交付金、
ゴルフ場利用税交付金、
地方消費税交付金 など

国からの
補助金など

こどもの医療費・予防接種・健診・
ごみ処理などにかかったお金

一般会計

歳入
一般会計

歳出
 町債

1億8,367万円
（5％）

道路や河川の整備・維持
などにかかったお金

   皆さん  の払った税金   皆さん  の払った税金
　   　   　　    どのように使わどのように使わ    れているか知っていますか？れているか知っていますか？

歳入 一般会計　38億9,173万円 特別会計　13億 2, 455万円 総額　52億1,628万円（前年比  735万円増）
歳出 一般会計　37億2,851万円 特別会計　12億 4, 703万円 総額　49億7,554万円（前年比  657万円増）

国や県から入ってくるお金
　　地方交付税、交付金、
　　支出金、町債、譲与税

依存財源とは？

町が自主的に収入できるお金
町税、分担金・負担金、使用料・手数料、
財産収入、寄附金、繰入金、繰越金、
諸収入

自主財源とは？

町債（借金）と基金（貯金）の状況

町  債
（借金）

基  金
（貯金）

（一般会計）

（特別会計）

　　 23億8,428万円

　　 11億5,764万円
合計 35億4,191万円
町民１人あたり

（千円未満切り捨て）
92.5万円

町民１人あたり

（千円未満切り捨て）
81.2万円

令和７年３月末人口：3,831人

31億954万円

金額は１万円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額と一致しません 特別会計の決算状況
会　　計　　名 決　　　　　算 差 引 残 高歳　　　入 歳　　　出

国 民 健 康 保 険 5億5,857万円 5億3,347万円 2,511万円
介 護 保 険 6億8,141万円 6億2,995万円 5,146万円
後 期 高 齢 者 7,476万円 7,440万円 36万円
宅 地 用 地 造 成 980万円 922万円 58万円

合　　　　　計 13億2,455万円 12億4,703万円 7,751万円

公営企業会計の決算状況
会　　計　　名 決　　　　　算 差 引 残 高歳　　　入 歳　　　出

簡 　 易 　 水 　 道 　 事 　 業 2億5,431万円 2億7,393万円 ー 1,962万円
下 　 水 　 道 　 事 　 業 4億8,121万円 5億1,805万円 ー 3,684万円

合　　　　　計 7億3,551万円 7億9,198万円 ー 5,646万円
◆�水道事業関連の会計形態が令和６年度より公営企業会計に移行しました。また、「特定地域生活排水理事業」及び「農業集落排水事業」

についても公営企業会計に移行し、下水道事業会計として一本化されました。

令和6年度
決算認定
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産業観光課関係

○プレミアム付商品券利用事業交付金	 4,810万円………�1万円分を5千円で2回販売
	 …　　（ひとり親世帯等には無料交付）
○出雲崎ライスセンター能力増強事業補助金	928万円………�高品質米の生産を図る籾摺調整機の入れ替え
	 …　　�事業費4,642万円の20%
○町船まつり協賛会負担金	 813万円………�船まつり協賛会に対する負担金
○天領の里管理費	 1,463万円………�空調設備の改修　室外機1、室内機11
	 …　　請負者 日新設備工業㈱
○海浜クリーン作戦委託料	 1,160万円………�井鼻、久田、尼瀬　委託先 ㈱棚橋組　

ふるさと納税が躍進！

令和６年度 一般会計
主な事業を ピックアップ！！

総務課関係

○ふるさと納税寄付金	 6,120万円………�金額は昨年の3.8倍、件数は6.2倍の2,060件
○ふるさと納税寄付者謝礼	 1,750万円………�ふるさと納税返礼品代
○ふるさと納税委託料等	 861万円………�代行業務委託料257万円、推進事業委託料286万円、

ネットサイト使用料318万円
○町デマンド交通運行補助金	 1,222万円………�デマンド交通町内運行のため(有)出雲崎交通に対し運

行費を補助した
	 …　　�運行本数最大21便/日
	 …　　運行便数2,709便　利用者数3,130人
○物価高騰対応重点支援給付金	 5,573万円………�物価高騰による負担増を踏まえ、町民の経済的負担の

軽減を図った

建設課関係

○除雪委託料	 2,086万円………�町道延長87.24km　町有除雪車9台貸与、町内土木業
業者所有除雪車2台の借上により委託実施

	 …　　�歩道除雪は延長1.91kmに町有除雪車２台を配備
	 …　　�除雪車1台につき運転手1名、助手1名を配置し実施
○ひまわり入居宣伝広告委託料	 153万円………�ネット広告より1戸入居申込有り
○町新生活スーパー住まい取得
　　　・リフォーム支援補助金	 1,009万円………�実績件数13件　
○大門町営第1住宅建設費	 12,887万円………�木造平屋（2戸１棟104.34㎡）2棟
	 …　　�契約額8,143万円　請負者 ㈲長谷川材木店
	 …　　�木造2階建（1戸1棟149,06㎡）1棟
	 …　　�契約額4,744万円　請負者 ㈲高坂工務店

教育課関係

○高校生通学費助成金	 310万円………�助成率30%→50%に引き上げ
	 …　　交付者62人（JR41人、バス17人、下宿4人）
○通学バス運行業務委託料	 2,723万円………�56人乗りバス２台を配車し、4〜11月登校1回下校2

回小学生対象とし、12〜3月登校中学生混乗、下校3
回で3回目は中学生単独乗車とし運行

	 …　　小学生60人・中学生10人　委託先 越後交通㈱
○通学バス運転代行業務委託	 312万円………�町所有の33人乗りバス1台の運転業務委託
	 …　　運行は同上　小学生25人・中学生13人　委託先 ㈱イドム
○小学校校舎棟特別教室空調改修工事	1,936万円………�小ホール、図工室、音楽室　請負者 三協設備工業㈱
○公設学習塾講師報償	 386万円………�退職職員9名配置　5教科コースは155回、
	 …　　英検コース（新規）は20回年間実施
○いずもざきマラソン’24補助金	 300万円………�おもてなしとして出雲崎の名物さざえ飯と豚汁が振舞

われた　参加者459名

子ども未来室関係

○幸せを運ぶコウノトリ祝金	 610万円………�出産準備金30万円×13人　出産祝金20万円×11人
○多世代交流館屋外遊具整備工事	 1,822万円………�シェルター、ロング滑り台、ネットクライム等
	 …　　請負者 ㈱中越建設
○保育実施委託料	 6,753万円………�小木ノ城保育園保育実施委託料　平均42人/月
○認定こども園施設型給付費等	 6,111万円………�出雲崎こども園　平均35人/月
○児童手当	 4,542万円………�令和6年10月より新制度　所得制限撤廃（特例給付廃止）
	 …　　対象を中学生から高校生へ延長
	 …　　�第3子以降の月額1.5万→3万円に増額
	 …　　第3子以降は対象年齢を18歳→22歳に延長
	 …　　支給回数を年３回→６回に変更

町民課関係

○ふるさと就職支援商品券	 488万円………�新卒者Uターン者44人に1万円/月交付
	 …　　�使用先の25事業者に交付金を交付
○一般ごみ収集委託料	 1,745万円………�週に可燃1回、生ゴミ2回
	 …　　月に不燃2回、粗大ゴミ1回
○資源ごみ分別回収委託料	 2,018万円………�各週に1回缶瓶古紙、週1回ペットボトル、プラスチック、

月1回枝、葉、草
○長岡北部斎場整備負担金	 1,663万円………�長岡市民と出雲崎町民が使用する新たな斎場整備の負

担金、全体費用の10%

保健福祉課関係

○町高齢者福祉タクシー、バス利用助成	 574万円………�一般の交通機関利用が困難な方や免許返納高齢者に支給
	 …　　利用者359人
○子どもの医療費助成事業	 1,134万円………�対象0歳から高校卒業まで
○定期予防接種委託料	 1,406万円………�B種（高齢者インフル、コロナ等）837万円 
	 …　　A種（5種混合、日本脳炎等）569万円
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議案13件を可決 ９月11日から19日（9日間）会 期99 月  定 例 会月  定 例 会令和７年度
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川
議
員

 

ど
の
よ
う
な
状
態

で
の
舗
装
修
繕
か
、
詳
細
を
確

認
し
た
い
。

教
育
課
長

 

体
育
館
脇
の
駐
車

場
で
ク
ラ
ッ
ク
（
ひ
び
割
れ
）

が
確
認
さ
れ
た
。
令
和
５
年
に

応
急
修
繕
で
対
応
し
て
い
た

が
、
範
囲
の
拡
大
が
見
ら
れ
、

調
査
の
結
果
、
舗
装
の
打
ち
替

え
工
事
を
行
な
う
も
の
。

石
川
議
員

 

ヘ
ル
パ
ー
人
材
確

保
と
し
て
、
３
ヶ
月
分
を
み
て

い
る
根
拠
は
何
か
。

保
健
福
祉
課
長

 

国
や
県
に
も

同
様
の
補
助
制
度
が
あ
り
、
条

件
的
に
倣
っ
て
い
る
。
事
業
所

と
相
談
し
て
決
定
し
た
。

宮
下
議
員

 

旧
渋
川
臨
海
学
校

跡
地
は
、地
滑
り
地
帯
で
あ
る
。

災
害
時
の
安
全
を
考
え
た
上
で

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
検

討
い
た
だ
き
た
い
。

中
野
議
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基
本
構
想
の
謝
礼

と
し
て
は
高
額
に
感
じ
る
。
委

託
で
は
な
い
の
か
。

総
務
課
長

 

緊
急
指
定
避
難
場

所
に
な
っ
て
い
る
が
、
避
難
場

所
を
基
本
と
し
た
防
災
公
園
的

な
も
の
、
か
つ
日
本
海
を
望
む

景
観
を
観
光
面
で
も
活
か
せ
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
今
回
は

計
画
策
定
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
コ

ン
サ
ル
に
お
願
い
す
る
も
の
。

建
物
は
考
え
て
お
ら
ず
、
制
限

の
な
か
で
整
備
を
進
め
た
い
。
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公
定
価
格
の
改
定

と
入
園
児
の
変
動
に
よ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
補
正
額
が
大
き

い
。
入
園
児
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
今
後
も
同
様
な
補
正
が
あ

る
か
。

こ
ど
も
未
来
室
長

 

当
初
予
算
は

６
年
12
月
の
人
事
院
勧
告
前
の

公
定
価
格
で
算
出
し
て
お
り
、

例
年
12
月
に
補
正
を
出
し
て
い

る
。
今
回
は
制
度
改
正
と
利
用

定
員
の
変
更
、
途
中
入
園
が
あ

り
、
高
額
と
な
っ
た
の
で
追
加

を
し
た
い
。
今
後
も
変
更
が
あ

れ
ば
対
応
す
る
。

島
議
員

 

障
が
い
者
用
の
修

繕
と
の
こ
と
だ
が
、
詳
し
い
内

容
は
ど
う
か
。

産
業
観
光
課
長

 

修
繕
の
一
つ

に
、
時
代
館
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン

陣
や
へ
の
通
路
を
車
椅
子
対
応

に
修
繕
す
る
も
の
も
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
に
照
明
等
、
お
客
様

の
目
線
で
改
善
す
べ
き
箇
所
が

出
て
き
た
た
め
追
加
し
た
い
。

小
林
玲
子
議
員

 

近
年
ハ
ナ
モ
モ

を
見
に
来
ら
れ
る
方
が
増
え
て

新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
。
道
路
が
狭
い
う
え
、

説
明
が
難
し
く
、
分
か
り
や
す

く
行
け
る
よ
う
工
夫
が
欲
し

い
。教

育
課
長

 

文
化
財
の
指
定
地

区
に
あ
た
る
箇
所
で
も
あ
り
、

史
跡
保
存
会
や
関
係
機
関
と
相

談
の
う
え
、
検
討
し
た
い
。

小
学
校
駐
車
場

�

舗
装
修
繕
工
事
117.7万円

町
訪
問
介
護
員

　
　
　
　
　
処
遇
改
善

緊
急
対
応
支
援
補
助
金
30万円

尼
瀬
地
内
町
有
地
整
備

�

基
本
構
想
作
成
謝
礼

（
旧
渋
川
臨
海
学
校
跡
地
）
30万円

小
木
之
城
保
育
園

�

保
育
実
施
委
託
料
1882.9万円

出
雲
崎
こ
ど
も
園

施
設
型
給
付
費

492.1万円

天
領
の
里

施
設
修
繕
料
追
加
89.6万円

小
木
ノ
城
案
内
看
板

�

設
置
工
事
154万円

決算審査特別委員会
​令和 6 年度一般会計・特別会計決算は決算審査特別委員会に
​​​​付託して審議し、次の意見を付して全会一致で認定されました。

​＊�税徴収率は 99.11％と高く推移しているが、今後も引き続き維持される
よう望む。
＊�現在２名の地域おこし協力隊員が活動しているが、地域活性化のため、
協力隊員の増員と定着アップのための対策を講じられたい。
＊公式 LINEが定着してきており、町の情報発信の手段として、更なる活用を望む。
＊�良寛記念館の入館料が物品売り払い収入を下回っている。「手まりの会」や「寄港地のまちや」「歴史や
五郎兵衛」「北国街道妻入り会館」などと協働し、入館者の回復に努められたい。

​＊�高齢者福祉タクシー・バス利用権のなかで、タクシー券の利用率が 54.6％と低いことから、利用率の
向上を求める。
＊�プレミアム付商品券利用事業について、第 6弾から第 7弾への商品券流通枚数が 3,880枚減少してい
ることから、当事業の取組みなど見直しを望む。
＊ひまわりハウスの空室が見られるが、入居者募集について効果的なＰＲに務めるよう求める。
＊�簡易水道事業及び下水道事業において、耐用年数を経過した水道管などの修繕更新の改良事業について、
更に計画的な実施を求める。

補
正
予
算
質
疑

主
な
も
の
の
う
ち
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

総
務
文
教
分
科
会

社
会
産
業
分
科
会

一般会計第3号専決

一般会計第4号

主な歳入

主な歳入

主な歳出

主な歳出

・前年度繰越金追加 � ��������� 200万円

・県単農業農村整備事業分担金 � �����72万円
・子どものための教育・保育給付費
　　負担金追加（国）�������� 1,414万円
・子どものための教育・保育給付費
　　　負担金追加（県）�������� 452万円
・県単農業農村整備事業補助金 � ���� 792万円
・地域活性化推進事業費補助金 � �����77万円
・財政調整基金繰り入れ減 � ���� ▲5,456万円
・介護保険事業特別会計繰入金追加 � �� 354万円
・前年度繰越金 � ���������� 6,615万円

・農作物渇水対策事業補助金 � ����� 177万円
・水資源提供謝礼 � �������������20万円

・尼瀬地内町有地整備
　　　基本構想謝礼 � ����������30万円
・コンビニ交付システム改修業務委託料 ���44万円
・町訪問介護員処遇改善緊急対応支援補助金
　　　�����������������30万円
・小木之城保育園保育実施委託料追加 �� 1,882万円
・出雲崎こども園施設型給付金追加 � �� 492万円
・県藤巻地区揚水ポンプ更新工事 � ��� 240万円
・天領の里施設修繕料追加 � �������89万円
・ひまわりハウスエアコン入替え � ��� 120万円
・小学校駐車場舗装修繕工事 � ����� 117万円
・小木ノ城案内看板設置工事 � ����� 154万円
　　　（352号線小釜谷地内）

・矢
や

川
がわ

　 京
たかし

 氏（米田）　　　・関
せき

本
もと

由
ゆ

美
み

 氏（大門）

教育委員会委員の任命案人 案人事 件

委員長　髙桑 佳子

7月の渇水対策として
� 町農作物渇水対策事業補助金を専決

可決された条例制定
議案第59号 ■出雲崎町一般職の任期付職員の採用等に関する条例制定について

専門的知識、経験が必要となる場合や住民サービスの提供サービスを充実させる場合、専門的な知
識経験等を有する者を即戦力として任期付任用職員を採用するための新規制定。任期は最長５年以
内とし、待遇は正規職員とほぼ同様となる。

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額
令 和 ７ 年 度 一 般 会 計（第３号・専決） 200万円　　 37億9,422万円　
令 和 ７ 年 度 一 般 会 計（第４号） 3,996万円　　 38億3,418万円　
特 別 会 計 介 護 保 険 事 業（第２号） 5,150万円　　 7億4,968万円　

陳情
陳情第２号
「私立高校の学費負担軽減と専任教員増を促進するため、私学助成の増額・
拡充を求める意見書」の採択を求める陳情

不採択審査
結果

国では高校授業料無償化に向けて動きがあり、年収910万円の壁を撤廃し、就学支援金を支給することとし、
公私間格差の是正は進んできた。陳情 2号は公立高校については触れておらず、全体を考えずに私立高校
のみの意見書をあげる事は不十分ではないかとの意見が出された。
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９月定例会の録画中継はこちらからご覧いただけます➡

出雲崎町議会
YouTube チャンネル

一般質問の原稿は、それぞれの質問者が作成しています

１．予期せぬ気候変動の町対策
について
２．小木ノ城跡地来訪者倍増へ
向けての土地活用について

詳細は9ページ

1

詳細は10ページ

2

詳細は11ページ

１．町家展示施設の活用について
２．コンビニ再開についての進
捗状況について

１．水道インフラメンテナンスの
現状と今後の対応について
２．海岸地域における山側傾斜
地の土留めインフラメンテナン
スについて

3和田一幸 議員
わ    だ   かず ゆき

石川　豊 議員
いし かわ　　  ゆたか

１．大門町営住宅の今後の展望
について

詳細は12ページ

4

詳細は13ページ

北谷三樹 議員 5

詳細は14ページ

１．渇水対策について
２．水道事業について
３．ひまわりハウスの今後について

１．出雲崎高校への支援について
２．エコパークいずもざきの土地
活用について

6きた たに  みつ   き

小林玲子 議員
こ  ばやしれい   こ

１．水道水の水質と透析について
２．コウノトリを出雲崎町の鳥に！
３．神社仏閣を町のPRに活用しては
４．出雲崎町営の霊園について

詳細は15ページ

7

詳細は16ページ

8

詳細は17ページ

１．複合災害発生時の避難行動
について
２．地方創生について

１．関係人口拡大へ今後の施策は

9

中野勝正 議員
なか   の   かつ  まさ

髙桑佳子 議員
たか くわ  よし こ

島 明日香 議員
しま　 　あ　す　か

小林明日香 議員
こ  ばやし あ 　す　か

高橋速円 議員
たか はし  そく えん

質問項目 質問項目 質問項目

質問項目 質問項目 質問項目

質問項目 質問項目 質問項目

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問 ～町政を問う～～町政を問う～～町政を問う～Q&A水道のインフラメンテナンス・
山側傾斜地の土留めインフラ
メンテナンスは大丈夫か

設備等の点検、修繕更新、
災害時の有効避難の推進を図る

 町長

管
轄
す
る
関
係
省
庁
に

  

お
い
て
、
必
要
に
応
じ

�

対
策
を
と
る

町
長

 

国
交
省
、
林
野
庁
な

ど
管
轄
す
る
省
庁
に
お
い
て
、

点
検
・
修
繕
更
新
の
対
策
が
取

ら
れ
る
。
ま
た
、
災
害
時
の
緊

急
対
応
と
し
て
、
長
岡
振
興
局

長
・
与
板
維
持
管
理
事
務
所
長
・

整
備
部
幹
部
な
ど
に
連
絡
が
取

れ
る
体
制
で
あ
る
。
更
に
は
随

時
、
関
係
部
所
と
の
意
見
交
換

を
し
て
現
状
把
握
に
努
め
て
い

る
。

石
川

 

今
年
の
１
月
、
埼
玉

県
八
潮
市
で
下
水
道
管
の
破
損

に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
大

規
模
な
道
路
陥
没
が
起
き
、
ト

ラ
ッ
ク
運
転
手
が
巻
き
込
ま
れ

死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。

当
町
海
岸
地
域
も
下
水
道
工
事

か
ら
数
十
年
経
過
し
て
お
り
、

下
水
道
管
の
耐
用
年
数
等
を
踏

ま
え
た
上
で
、
今
後
の
水
道
管

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
対

し
て
、
具
体
的
対
策
を
ど
う
講

じ
て
い
く
考
え
で
あ
る
か
。

　

町
長
の
認
識
・
所
見
を
伺
う
。

水
道
イ
ン
フ
ラ

　
　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は

�

大
丈
夫
か

優
先
度
を
考
慮
し
て
各
種

�

設
備
等
の
修
繕
更
新
を
図
る

町
長

 

設
備
等
に
よ
っ
て
は

耐
用
年
数
も
違
っ
て
い
る
が
、

災
害
等
の
場
合
に
有
効
避
難
場

所
の
確
保
、
避
難
経
路
の
確
保

な
ど
の
観
点
か
ら
、
重
要
度
・

優
先
度
等
を
加
味
し
た
う
え

で
、
計
画
的
に
点
検
、
修
繕
更

新
を
実
施
し
て
い
く
。

石
川

 

土
留
め
工
事
か
ら
か

な
り
の
年
数
が
経
過
し
て
い
る

が
、
昨
今
、
全
国
各
地
か
ら
大

雨
豪
雨
災
害
被
害
の
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
く
に
つ
け
、
海
岸
地
域
に

お
け
る
土 

留
め
イ
ン
フ
ラ
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
現
状
は
、
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
か
、
町
長
の

認
識
を
伺
う
。

海
岸
地
域
傾
斜
地
の
土
留
め

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は

�

大
丈
夫
か

石川　豊 議員（文責）

久田浄化センター

海岸地域山側傾斜地の土留め状態
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Q&A気候変動対策として
出雲崎の地域特性に合った
具体的な方策と啓発を

環境変化に強い品種導入、水源管理など
対策し、小中学校で環境教育実施、広報
を通じた啓発活動の強化を行っていく。

 町長

心
か
ら
敬
意
を
評
し
た
い
。本
丸
・

二
の
丸
跡
地
は
包
蔵
地
で
あ
り
駐

車
場
は
難
し
い
。
土
地
購
入
は
現

段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。ま
た
、

一
杯
清
水
周
辺
の
土
地
購
入
に
つ

い
て
は
、
現
在
町
と
し
て
利
用
す

る
予
定
が
な
い
た
め
購
入
す
る
考

え
は
な
い
。
説
明
看
板
に
つ
い
て

は
前
向
き
に
検
討
す
る
。

和
田

 

小
木
ノ
城
跡
は
歴
史

と
自
然
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
人
を

惹
き
つ
け
て
き
た
。
旧
西
越
村
公

民
館
館
長
の
渡
邉
慶
治
氏
（
乙
茂

出
身
）
が
編
纂
し
た
『
通
俗
西
越

歴
史
物
語
』
に
は
「
小
木
ノ
城
は

我
が
郷
土
の
名
山
で
あ
り
、
ほ
こ

り
で
あ
る
。
こ
の
世
が
開
け
て
以

来
幾
万
年
、
我
が
西
越
の
鎮
め
で

あ
り
守
り
で
あ
る
。」
と
名
文
が

記
さ
れ
て
お
り
、
先
人
の
郷
土
愛

は
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

今
後
小
学
生
に
よ
る
ハ
ナ
モ
モ
植

樹
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も

た
ち
の
郷
土
愛
を
育
む
契
機
と
な

る
。
名
山
・
小
木
ノ
城
山
を
町
外

に
も
発
信
し
、
多
様
に
活
用
し
て

地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
今
後

も
求
め
て
い
く
。

和
田

 

令
和
五
年
に
引
き
続

き
長
期
間
の
雨
不
足
と
猛
暑
が
農

業
・
漁
業
と
も
に
影
響
を
及
ぼ
し

た
が
、
町
と
し
て
気
候
変
動
対
策

の
取
り
組
み
は
あ
る
の
か
。
農
業

用
水
確
保
や
緊
急
時
の
用
水
共
有

な
ど
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
を
求
め
る
。

気
候
変
動
対
策
を
定
め
た
も

の
は
な
い
が
様
々
な
分
野
に

お
い
て
対
策
し
て
い
る
。

町
長

 
自
然
災
害
に
つ
い
て

は
地
域
防
災
計
画
、

CO2

削
減
で
は

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策

定
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
更
に
産

業
・
生
活
環
境
へ
の
影
響
に
対
し

被
害
状
況
に
応
じ
て
よ
り
適
切
な

対
応
を
行
う
。

和
田

 

気
候
変
動
対
策
は
各

家
庭
で
も
で
き
る
、。
雨
庭
（
あ

め
に
わ
）
と
い
う
雨
水
を
地
中
に

浸
透
さ
せ
る
庭
が
全
国
で
広
が
っ

て
い
る
。
雨
庭
は
地
下
水
枯
渇
や

洪
水
対
策
・
地
表
温
度
低
下
な
ど

有
効
で
あ
る
が
町
で
は
具
体
的
取

り
組
み
や
啓
発
を
し
て
い
く
計
画

は
無
い
か
。

町
の
気
候
変
動
対
策
の

�

取
り
組
み
は

雨
庭
な
ど
先
進
技
術
を
採
用
し

�

具
体
的
な
気
候
変
動
対
策
を

教
育
・
広
報
で

�

啓
発
強
化
し
て
い
く

町
長

 

小
中
学
校
で
環
境
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
広
報
で

は
地
球
温
暖
化
や
気
候
変
動
の
状

況
を
伝
え
る
記
事
を
掲
載
し
て
、

家
庭
で
で
き
る
対
策
や
災
害
へ
の

備
え
な
ど
を
広
報
を
通
し
て
紹
介

す
る
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
関

心
・
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ

う
な
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

和
田

 

小
木
ノ
城
跡
は
町
民

有
志
や
小
木
ノ
城
跡
史
跡
保
存

会
、
ね
っ
と
わ
ー
く
さ
ぷ
ら
い
の

御
尽
力
の
お
陰
で
現
在
ハ
ナ
モ
モ

植
樹
数
約
２
，０
０
０
本
に
の
ぼ

り
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ

町
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
、
今
後
も
増
加
し
て
い
く
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
町
が
所
有
し
て

い
な
い
本
丸
・
二
の
丸
跡
地
は
土

地
所
有
者
が
出
雲
崎
町
に
購
入
を

望
ん
で
い
る
と
聞
く
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
購
入
し
、
駐

車
場
や
演
奏
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
し
海
岸
地
区

と
絡
め
た
観
光
地
と
し
て
整
備
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
小
木
ノ
城
山
中
腹
の
一

杯
清
水
は
歴
史
的
価
値
が
あ
り
、

水
源
涵
養
地
と
し
て
も
重
要
で
あ

る
。
西
山
風
力
発
電
事
業
の
よ
う

に
外
国
資
本
が
歴
史
的
土
地
や
水

源
地
を
買
い
占
め
た
り
損
な
っ
た

り
し
な
い
よ
う
に
一
杯
清
水
も
土

地
を
購
入
し
た
ら
ど
う
か
。

　

そ
し
て
小
木
ノ
城
跡
周
辺
に
も

海
岸
地
区
に
あ
る
「
出
雲
崎
よ
も

や
ま
話
」
の
よ
う
な
説
明
看
板
を

立
て
ら
れ
な
い
か
。

町
長

 

小
木
ノ
城
跡
を
盛
り

上
げ
る
各
団
体
、
町
民
有
志
に
は

小
木
ノ
城
跡
本
丸
・
二
の
丸

を
駐
車
場
や
イ
ベ
ン
ト
会
場

と
し
て
購
入
を

和田 一幸 議員（文責）

Q&A「歴史や五郎兵」や
「出雲崎寄港地の町家」の
活用について

訪れる方に喜んでいただける
運営をしていきたい

 町長

町
長

 

自
治
体
で
土
地
を
用

意
し
コ
ン
ビ
ニ
を
誘
致
す
る
な

ど
の
話
は
承
知
し
て
い
る
が
、

旧
経
営
関
係
者
の
方
が
コ
ン
ビ

ニ
再
開
に
向
け
て
動
い
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。
町
と
し
て
、
現
段

階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

小
林

 

海
岸
地
区
で
は
移
動

販
売
車
で
の
営
業
が
さ
れ
て
い

る
が
、
販
売
範
囲
の
拡
大
、
必

要
性
の
ニ
ー
ズ
や
情
報
提
供
は

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
伺

う
。町

長

 

現
在
の
営
業
は
、
月
・

木
曜
日
を
海
岸
の
下
地
区
、
五

カ
字
地
区
及
び
中
越
地
区
の
一

部
、
火
・
金
曜
日
を
海
岸
の
上

地
区
を
中
心
に
見
守
り
を
兼
ね

て
営
業
し
て
い
る
。
移
動
販
売

車
に
つ
い
て
は
、
利
用
希
望
の

場
合
は
電
話
で
依
頼
を
い
た
だ

け
れ
ば
、
可
能
な
限
り
対
応
し

た
い
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、

一
定
の
価
格
以
上
を
購
入
す
る

と
、
配
達
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
る
町
内
事
業
所
も
あ
る
の
で

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
紹
介
し
て

い
る
。

移
動
販
売
の

�

範
囲
拡
大
に
つ
い
て

小
林

 

猛
暑
が
続
き
、
冷
房

設
備
が
な
く
施
設
の
休
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
が
、
今
後
、
冷

房
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

町
長

 

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
活
動
に
よ
り
、
館
内
の

案
内
、
資
料
展
示
、
清
掃
管
理

等
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
町
家
建
築
の
特

徴
あ
る
造
り
を
活
か
す
工
夫
を

し
な
が
ら
、
現
在
、
検
討
を
し

て
い
る
か
伺
う
。

小
林

 

観
光
の
た
め
に
造
ら

れ
た
施
設
で
あ
れ
ば
、
来
店
者

の
快
適
さ
や
ス
タ
ッ
フ
の
作
業

環
境
も
含
め
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
ど
う
お
考
え

か
。町

長

 

ス
タ
ッ
フ
の
健
康
管

理
も
大
変
重
要
だ
。
暑
い
か
ら

と
施
設
を
閉
め
る
と
い
う
考
え

は
違
う
と
思
っ
て
い
る
。
出
雲

崎
の
歴
史
や
文
化
に
ふ
れ
て
い

た
だ
く
た
め
に
配
慮
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

冷
房
設
備
の
設
置
に
つ
い
て

小
林

 

当
町
に
ス
ケ
ッ
チ
合

宿
に
訪
れ
る
藝
大
院
生
に
協
力

を
お
願
い
し
、
町
の
歴
史
や
文

化
の
紹
介
や
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
こ
と
は
可
能
か
伺

う
。町

長

 

歴
史
あ
る
建
造
物
を

改
修
し
て
い
る
こ
と
や
展
示
ス

ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
民
家
と
隣
接
し
て
い
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
音
楽
イ
ベ

ン
ト
等
の
実
施
は
難
し
い
。
今

後
は
、『
見
る
』
施
設
か
ら
文

化
を
『
知
る
・
触
れ
る
・
人
と

関
わ
る
』
こ
と
が
出
来
る
施
設

に
な
る
よ
う
運
営
し
て
い
く
。

よ
り
多
く
の
方
に

　
出
雲
崎
町
の
魅
力
を

�

感
じ
て
も
ら
え
る
機
会
を

小
林

 

今
年
の
３
月
に
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
出
雲
崎
バ
イ
パ
ス

店
が
閉
店
と
な
り
半
年
が
経
過

し
た
。
今
後
の
再
開
予
定
や
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

 

今
ま
で
経
営
し
て
い

た
関
係
者
と
再
開
に
向
け
て
進

め
て
い
る
。
一
部
の
用
地
の
権

利
関
係
が
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、

現
在
、
確
認
作
業
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。
こ
の
問
題
が
整

理
さ
れ
れ
ば
、
再
開
で
き
る
見

込
み
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

小
林

 

現
在
の
場
所
や
コ
ン

ビ
ニ
各
社
の
こ
だ
わ
ら
ず
町
が

土
地
を
準
備
し
、
誘
致
す
る
な

ど
の
検
討
は
さ
れ
て
い
る
か
。

コ
ン
ビ
ニ
の
再
開
予
定
や

�

進
捗
状
況
に
つ
い
て

小林 玲子 議員（文責）

小木ノ城跡観光地活性化・
外国資本土地購入阻止の
ために本丸・二の丸跡地購入を

現段階では購入は
考えていない

 町長

コンビニが
� 必要だ！

再開に向けて
進めている

 町長

当時の宴席の様子

本丸・二の丸跡地

「
雨
庭(

レ
イ
ン
ガ
ー
デ
ン)
」と
は

　

雨
を
下
水
道
に
流
す
の
で
は
な
く
一

時
的
に
貯
留
し
、
ゆ
っ
く
り
と
地
中
に

浸
透
さ
せ
る
構
造
を
も
っ
た
植
栽
空
間

で
あ
る
。　

豪
雨
に
よ
る
洪
水
や
土
砂

崩
れ
を
防
ぎ
、
地
下
水
涵
養
・
夏
の
暑

い
地
温
低
下
な
ど
様
々
な
効
果
が
あ
る
。

現
在
全
国
自
治
体
に
広
が
っ
て
い
る
。
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定



Q&A出雲崎高校の後援会
立ち上げの動きについて

後援会組織と
必要な連携・協力を図っていく

 町長

北
谷

 

供
用
を
終
え
た
第
２

期
最
終
処
分
場（
５
９
，３
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
跡
地
が
、

活
用
さ
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
と

な
っ
て
い
る
。

　

何
ら
か
の
活
用
を
実
現
す
る

に
は
、
土
地
の
性
質
や
安
全
管

理
等
の
様
々
な
制
約
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
一
般
質
問
等
の
場
で

も
多
様
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

令
和
13
年
度
に
供
用
が
終
了

予
定
の
第
３
期
最
終
処
分
場
の

土
地
も
含
め
、
現
在
の
町
の
方

針
で
は
、
こ
れ
ら
の
土
地
活
用

は
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
か

伺
う
。

適
切
な
時
期
に

�

活
用
は
し
て
い
く
べ
き

町
長

 

と
も
に
活
用
は
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
ま

だ
第
２
期
最
終
処
分
場
の
地
盤

沈
下
が
み
ら
れ
る
こ
と
や
、
第

３
期
が
稼
働
中
で
あ
る
と
い
う

影
響
等
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ

る
。
地
元
の
理
解
を
得
な
が
ら

県
環
境
保
全
事
業
団
と
、
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
利

活
用
を
模
索
し
た
い
。

「
エ
コ
パ
ー
ク
い
ず
も
ざ
き
」の

第
２
期
・
３
期
最
終
処
分
場
の

�

土
地
活
用
は

北
谷

 

令
和
７
年
７
月
の
全

員
協
議
会
に
て
、「
出
雲
崎
高

校
存
続
の
た
め
の
町
の
支
援

策
」
に
つ
い
て
議
題
と
な
っ

た
。
同
年
６
月
に
、
県
立
高
校

等
の
再
編
整
備
計
画
を
県
が
発

表
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
高

校
の
統
廃
合
が
進
み
、
こ
の
先

出
雲
崎
高
校
の
存
続
も
危
ぶ
ま

れ
る
。

　

一
方
で
出
雲
崎
高
校
は
多
様

な
生
徒
を
受
け
入
れ
て
お
り
、

小
規
模
校
を
生
か
し
た
手
厚
い

サ
ポ
ー
ト
と
教
育
を
行
い
、
昨

年
度
の
入
試
倍
率
は
１
・
22
倍
、

と
評
価
が
数
字
に
も
現
れ
て
い

る
。
高
校
の
存
続
は
、
駅
前
地

区
を
中
心
と
し
た
地
域
活
性
化

の
み
な
ら
ず
、
Ｊ
Ｒ
越
後
線
の

運
行
維
持
や
関
係
人
口
の
増
加

等
、
様
々
な
重
要
性
を
も
っ
て

い
る
。

　

教
育
長
の
答
弁
の
中
で
、
町

と
し
て
も
引
き
続
き
高
校
側
と

連
携
を
し
、
そ
の
時
々
に
必
要

な
支
援
を
行
う
旨
が
確
認
さ
れ

た
。北

谷

 

一
部
議
員
を
含
め
た

町
民
有
志
に
よ
る
後
援
会
の
設

全
県
的
な
高
校
統
廃
合
の
動
き
と

�

出
雲
崎
高
校
の
重
要
性

今
後
作
ら
れ
る
町
民
有
志
の

�

後
援
会
と
町
と
の
協
力
体
制
は

立
が
、
近
々
行
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
行
政
に
事
務
局
を
置

か
な
い
町
民
主
体
の
組
織
で
は

あ
る
が
、
町
と
し
て
も
支
援
・

協
力
体
制
を
構
築
で
き
る
か
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
ず
、
後
援
会
が
設
立
し
た

際
に
、
町
広
報
誌
へ
の
掲
載
や

後
援
会
員
募
集
チ
ラ
シ
を
折
り

込
む
こ
と
に
協
力
を
い
た
だ
け

る
か
。

町
長

 

出
雲
崎
高
校
と
包
括

連
携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
協

定
書
内
の
「
相
互
に
連
携
協
力

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
」

に
あ
た
る
た
め
、
ど
ち
ら
も
可

能
で
あ
る
。

北
谷

 

町
内
の
事
業
所
中
心

に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ア
ル
バ

イ
ト
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

情
報
を
後
援
会
事
務
局
通
し

て
、
高
校
側
へ
紹
介
す
る
体
制

が
築
か
れ
る
。
こ
の
中
で
町
と

し
て
案
内
が
で
き
る
内
容
は
あ

る
か
。

町
長

 
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

は
役
場
で
、
主
に
春
受
け
入
れ

て
お
り
高
校
生
に
も
案
内
が
可

能
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
現
在
は
、「
出
雲
崎
ス

ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
」「
い
ず
も

ざ
き
マ
ラ
ソ
ン
」
が
募
集
を
お

こ
な
っ
て
お
り
案
内
が
可
能
で

あ
る
。

北
谷

 

今
後
後
援
会
事
務
局

が
、
個
別
に
関
係
す
る
部
署
や

実
行
委
員
会
と
連
携
・
相
談
を

お
こ
な
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
私

か
ら
も
お
願
い
し
て
い
く
。

北
谷

 

高
校
生
の
町
の
イ
ベ

ン
ト
参
加
が
積
極
的
に
進
む
よ

う
、
チ
ラ
シ
等
の
参
加
案
内
を

共
有
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
か
ら
の
案
内
体
制
を
伺

う
。町

長

 

す
で
に
出
雲
崎
高
校

生
徒
が
携
わ
る
い
く
つ
か
の
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
案
内
が

出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
町
イ

ベ
ン
ト
に
は
町
Ｈ
Ｐ
等
を
確
認

し
、
基
本
的
に
は
事
務
局
主
体

で
案
内
を
出
し
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
際
の
チ
ラ
シ
等
の
共

有
は
無
論
行
わ
せ
て
い
た
だ

く
。
高
校
生
が
よ
り
主
体
的
に

関
わ
る
企
画
等
が
あ
る
場
合
に

は
、
担
当
課
に
相
談
い
た
だ
き

た
い
。 町

の
イ
ベ
ン
ト
案
内
は

北谷 三樹 議員（文責）

Q&A大門町営住宅の
今後の展望について

解体後、2,000㎡を区画整理し、
宅地造成も考える。

 町長

中
野

 

解
体
を
早
く
進
め

て
、
宅
地
造
成
し
て
も
ら
い
た

い
。町

長

 
全
部
一
時
に
や
る
に

は
相
当
な
金
額
に
な
る
の
で
計

画
に
沿
っ
て
や
り
た
い
。

　

こ
の
面
積
の
土
地
に
つ
い
て

は
、
民
間
か
ら
土
地
活
用
提

案
、
町
と
し
て
土
地
が
必
要
に

な
る
場
合
や
災
害
公
営
住
宅
な

ど
考
え
ら
れ
る
の
で
、
宅
地
造

成
も
ひ
と
つ
の
選
択
と
し
て
考

え
る
。

中
野

 

こ
の
建
物
の
土
地
は

昔
は
田
ん
ぼ
だ
っ
た
。

　

40
年
以
上
経
過
し
て
い
る
の

で
、
土
地
の
中
に
今
の
建
築
基

準
法
に
照
ら
し
て
当
て
は
ま
ら

な
い
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
、
宅
地
造
成
販
売
に
お

い
て
は
、
町
を
信
用
し
て
買
う

の
だ
か
ら
、
し
っ
か
り
と
対
応

を
し
て
ほ
し
い
。

対
応
す
る

町
長

 

町
の
信
用
に
関
わ
る

の
で
町
の
責
任
に
お
い
て
対
応

す
る
。

中
野

 

私
は
６
年
前
に
も
、

大
門
町
営
住
宅
の
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
一
般
質
問
を
し
た
。

そ
の
時
の
内
容
は
、
建
物
を
た

て
て
か
ら
、
30
年
以
上
経
過
し

て
建
物
が
古
い
た
め
に
募
集
を

か
け
て
も
入
居
す
る
人
が
居
な

い
の
で
、
私
は
、
４
点
に
つ
い

て
前
町
長
に
質
問
を
し
た
。

一�

、
入
居
さ
れ
て
い
る
方
と
の

話
し
合
い
。

二�

、
建
物
に
入
居
さ
れ
て
い
る

方
に
住
宅
を
無
償
提
供
で
き

な
い
か
？

三�

、入
居
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
、

土
地
を
購
入
し
て
も
ら
う
こ

と
は
で
き
な
い
か
？

四�

、
町
営
住
宅
を
壊
し
て
、
新

た
に
整
理
し
、
次
の
ネ
ク
ス

ト
に
す
る
。
こ
れ
を
質
問
し

た
中
で
現
在
の
大
門
町
営
住

宅
の
運
営
に
な
っ
て
い
る
中

で
、
現
町
長
に
大
門
町
営
住

宅
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

一
括
質
問
を
す
る
。

中
野

 

私
が
質
問
し
て
か
ら

町
の
計
画
が
示
さ
れ
、
新
し
い

町
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
平
屋

２
棟
、
１
棟
の
建
物
で
２
家
族

入
ら
れ
、
１
家
族
分
空
室
と

な
っ
て
い
る
。

　

又
、
２
階
建
て
１
棟
の
建
物

に
１
家
族
が
入
居
さ
れ
、
１
家

族
分
空
室
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
、
建
設
中
の
建
物
が
平
屋

１
棟
で
、
２
家
族
入
居
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

町
営
住
宅
の
解
体
の
計
画
は

令
和
７
年
～
令
和
９
年
で
全
部

解
体
で
、
解
体
終
了
後
の
面
積

は
約
２
，０
０
０
㎡
だ
。

　

こ
の
土
地
を
大
門
町
営
住
宅

活
用
と
し
て
で
は
な
く
、
宅
地

造
成
と
し
て
町
外
の
人
か
ら
購

入
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な

い
か
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

考
え
て
い
る

町
長

 

町
の
計
画
の
中
で
、

全
部
解
体
終
了
後
は
、
令
和
９

年
完
了
予
定
で
あ
る
。
解
体
終

了
後
は
、
大
門
町
営
住
宅
と
し

て
で
は
な
く
宅
地
造
成
も
考
え

て
い
る
。
考
え
方
は
、今
年
度
、

山
谷
団
地
が
全
部
完
売
に
な
る

の
で
次
の
ネ
ク
ス
ト
に
つ
な
ぎ

宅
地
造
成
を
考
え
て
い
る
。

中野 勝正 議員（文責）

出雲崎高等学校
ホームページ▼

県ホームページ　　 　▲
「令和8年度～令和11年度 県立
高校等再編整備計画」について

新しい町営住宅

建設中の建物
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Q&A根本的な渇水対策を！
補助金は通年使えるように 町長

島

 

５
年
後
、
10
年
後
も

子
育
て
世
帯
で
満
室
と
は
想
像

し
難
い
。

町
長

 

現
在
、
２
部
屋
の
空

室
が
８
か
月
程
度
継
続
し
て
い

る
た
め
、
よ
り
効
果
的
な
広
告

が
必
要
で
あ
る
。
若
い
世
帯
か

ら
居
住
い
た
だ
き
、
充
実
の
子

育
て
施
策
な
ど
町
の
良
さ
を
知

り
、
町
内
の
土
地
や
物
件
を
探

し
て
定
住
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
入
居
後
も

転
出
抑
制
に
役
立
て
る
施
設
と

し
て
今
後
も
継
続
し
た
い
。

島

 

「
ふ
る
さ
と
納
税
の

大
半
は
出
雲
崎
産
米
で
あ
る
こ

と
を
理
解
し
て
い
る
の
か
」「
こ

の
ま
ま
で
は
農
業
離
れ
が
ま
す

ま
す
進
む
」
と
い
う
農
業
者
の

声
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
る

か
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
補
助
金

は
、
農
業
法
人
な
ど
大
き
な
農

家
さ
ん
向
け
の
補
助
金
に
偏
り

が
ち
。
そ
れ
に
右
習
え
す
る
だ

け
で
な
く
、
町
独
自
の
支
援
策

の
検
討
を
望
む
。

継
続
的
な
良
質
米
の
た
め
に

町
長

 

町
渇
水
対
策
事
業
補

助
金
の
申
請
件
数
は
14
件
で
、

66
万
37
円
の
支
出
。
農
業
者
の

意
見
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
町

独
自
で
支
援
で
き
る
事
は
対
策

に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
今
は
追
加
の
支
援
策
は
考

え
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
ハ
ー
ド
面
の
対
策
に

は
多
額
の
事
業
費
や
受
益
者
負

担
が
必
要
で
あ
る
が
、
補
助
金

は
年
間
を
通
し
て
使
え
る
よ
う

制
度
を
整
え
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

乾
田
直
播
に
つ
い
て
は
、
農

業
者
の
方
と
意
見
交
換
を
し
、

出
雲
崎
の
農
業
を
守
る
た
め
に

�

町
独
自
の
支
援
策
は

植
え
る
時
季
を
ず
ら
し
た
り
暑

さ
に
強
い
稲
が
町
の
農
業
に
適

し
て
い
る
の
か
な
ど
慎
重
に
考

え
た
い
。

島

 

物
価
高
騰
が
止
ま
ら

な
い
が
、
水
道
施
設
の
更
新
や

配
管
の
布
設
替
え
、
補
修
工
事

に
必
要
な
費
用
を
賄
う
た
め
に

料
金
の
見
直
し
は
考
え
て
い
る

か
。 財

政
的
な
リ
ス
ク
と

不
安
定
な
イ
ン
フ
ラ
の
リ
ス
ク

総
合
的
に
判
断

町
長

 

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
委
託
に
よ
り
改
定
作
業
中

で
、
料
金
改
定
の
必
要
性
や
効

率
化
等
の
報
告
書
に
よ
り
、
経

営
戦
略
を
策
定
す
る
が
、
値
上

げ
の
報
告
が
あ
る
と
予
想
す

る
。
企
業
会
計
の
健
全
経
営
も

重
要
だ
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

一
つ
と
し
て
水
道
下
水
道
も
考

え
た
い
。
料
金
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
繰
入
金
に
よ
る
一
般
会

計
へ
の
負
担
や
周
辺
地
域
の
料

金
、
町
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響

を
考
慮
し
て
総
合
的
に
判
断
す

る
。島

 

町
民
の
不
安
に
ど
の

よ
う
に
応
え
て
い
く
か
。

町
長

 

経
営
戦
略
に
お
い
て

町
民
に
示
し
、
見
え
る
化
す
る

こ
と
は
分
か
り
や
す
い
方
法
だ

と
思
う
。
個
人
的
に
は
、
料
金

値
上
げ
は
抑
え
た
い
が
、
老
朽

化
に
対
す
る
整
備
も
必
要
だ
と

考
え
る
。

イ
ン
フ
ラ
を
心
配
す
る
声

島 明日香 議員（文責）

Q&A連絡協議会を立ち上げて
関係人口増へ基礎固めを

各団体の意向を確認して
進めたい

 町長

髙
桑

 
関
係
人
口
の
拡
大
を

目
指
す
上
で
、指
定
管
理
施
設
、

観
光
案
内
施
設
、
ま
た
観
光
に

関
わ
る
町
内
団
体
の
運
営
の
充

実
は
大
変
重
要
だ
と
思
う
。

　

高
齢
化
や
諸
々
の
事
情
で
運

営
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る

町
の
団
体
は
多
い
。
ま
た
、
複

数
の
団
体
に
所
属
さ
れ
て
い
る

方
も
少
な
く
な
い
が
、
な
か
な

か
団
体
間
の
繋
が
り
が
と
れ

ず
、
協
力
し
合
え
て
い
な
い
。

企
画
や
状
況
を
共
有
し
、
人
材

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に

も
、
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

意
向
を
確
認
し
て
進
め
る

町
長

 

連
絡
協
議
会
の
立
ち

上
げ
は
、
地
域
活
性
化
、
サ
ー

ビ
ス
向
上
、
コ
ス
ト
の
削
減
、

人
材
の
融
通
な
ど
の
観
点
か
ら

は
非
常
に
有
益
な
こ
と
と
考
え

る
。
多
様
な
団
体
が
存
在
す
る

が
、
意
向
を
確
認
し
、
課
題
を

整
理
し
て
進
め
て
い
く
。

各
団
体
の
連
絡
協
議
会
を

�

立
ち
上
げ
て

髙
桑

 

今
年
は
、
地
方
創
生

を
担
当
さ
れ
た
大
津
俊
哉
さ
ん

を
お
迎
え
し
て
地
方
創
生
懇
談

会
が
開
か
れ
た
。
新
し
い
発
見

や
気
づ
き
が
あ
っ
た
こ
と
と
思

い
、
こ
れ
か
ら
に
期
待
す
る
。

　

こ
れ
か
ら
関
係
人
口
、
交
流

人
口
の
拡
大
に
力
を
入
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
役

場
内
で
の
変
化
や
新
し
い
企

画
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
あ
れ

ば
、
そ
の
進
捗
状
況
や
計
画
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

課
題
の
整
理
・
分
析
を
行
な
い

解
決
に
向
け
て
取
組
む

町
長

 

職
員
22
人
か
ら
28
の

課
題
の
提
出
が
あ
っ
た
。
既
に

大
津
さ
ん
か
ら
も
見
て
い
た
だ

き
、
15
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

直
接
大
津
さ
ん
と
職
員
で
内
容

の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
行
政

関
係
で
あ
っ
た
が
、
整
理
、
分

析
を
行
い
、
ご
相
談
を
し
な
が

ら
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

地
方
創
生
会
議
を
経
て

�

変
化
や
今
後
の
進
捗
は

髙
桑

 

今
年
も
東
京
藝
大
院

生
の
ス
ケ
ッ
チ
合
宿
が
行
な
わ

れ
、
町
が
所
蔵
す
る
藝
大
院
生

の
絵
は
500
点
を
超
え
た
。
過
去

に
は
一
堂
に
展
示
・
公
開
し
た

こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
在

は
一
部
が
展
示
さ
れ
て
い
る
の

み
で
、
多
く
は
公
民
館
に
保
管

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
平
成
２
年

に
合
宿
に
参
加
さ
れ
た
笹
本
正

明
さ
ん
が
北
国
街
道
妻
入
り
会

館
で
約
１
か
月
半
に
わ
た
っ
て

個
展
を
開
催
さ
れ
た
。
関
係
人

口
の
拡
大
に
こ
う
し
た
つ
な
が

り
を
も
っ
と
大
切
に
活
か
し
て

い
き
た
い
。
管
理
が
難
し
い
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
妻
入

り
家
屋
の
道
路
に
面
し
た
展
示

ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
た
り
、
出
店

し
て
い
る
事
業
者
に
飾
っ
て
も

ら
っ
た
り
で
き
な
い
か
。
大
切

な
財
産
で
あ
る
藝
大
院
生
の
絵

を
も
っ
と
活
用
す
る
べ
き
と
思

う
。 藝

大
院
生
の
絵
を

�

観
光
に
役
立
て
て

画
集
の
発
行
と
共
に

 

多
様
な
方
法
で
の
展
示
を

�

検
討
す
る

町
長

 

東
京
藝
術
大
学
大
学

院
生
が
本
町
に
残
し
て
い
た
だ

い
た
作
品
は
、
専
門
家
の
指
導

で
、高
温
多
湿
を
避
け
る
た
め
、

24
時
間
空
調
管
理
を
し
、
湿
気

や
ほ
こ
り
か
ら
守
る
た
め
に
額

装
し
て
保
管
し
て
い
る
。

　

展
示
に
つ
い
て
は
、
ス
ケ
ッ

チ
看
板
の
他
、
町
の
施
設
や
街

並
み
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
い
、
高

い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
後
は
遅
く
な
い
時
期
に
ス

ケ
ッ
チ
画
集
第
４
集
の
発
行
を

検
討
し
、
現
在
の
よ
う
な
定
期

的
な
企
画
展
と
並
行
し
て
、
巡

回
展
示
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
の
活
用
な
ど
、
作
品
を
適
切

に
保
管
し
な
が
ら
、
多
様
な
方

法
で
の
公
開
に
つ
い
て
も
検
討

し
た
い
。

髙桑 佳子 議員（文責）

水道・下水道料金の改定は
あるのか

ひまわりハウスの未来像は

値上げは抑えたいが…

子育て世帯の転出抑制に

 町長

 町長

水道管工事現場歴史や五郎兵衛で絵の展示
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Q&A井戸水が飲水の出雲崎、
県内1の透析患者を減らす
具体的な対策や因果関係調査を！

慢性腎臓病対策として①早期発見の講演会や健診未受
験者への訪問②ハイリスク群への訪問食事指導③病院
への同行支援等がある。飲用水と透析の因果関係調査
は行いません。

 町長

町
長

 

Ｈ
25
出
雲
崎
宝
物
新

発
見
事
業
で
171
棟
の
神
社
仏
閣

を
調
査
し
54
棟
に
つ
い
て
は
詳

細
調
査
も
し
て
お
り
ま
す
が
全

て
の
情
報
を
調
査
公
開
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
は
今
の
所
考
え
て
い
な

い
。小

林

 

調
査
の
際
の
場
所
や

日
時
、
地
域
の
方
へ
の
告
知
な

ど
町
の
協
力
は
可
能
か
。

町
長

 

詳
細
を
精
査
し
た
上

で
町
で
も
協
力
し
た
い
。

町
長

 

あ
り
ま
せ
ん
。

出
雲
崎
町
町
営
の
霊
園
を

�

作
る
計
画
は
あ
る
か
？

小
林

 

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
ピ
ー
フ
ァ

ス
な
ど
も
含
め
引
き
続
き
井
戸

水
の
水
質
調
査
を
要
望
し
ま
す
。

　

100
歳
介
護
度
0
の
健
康
な
方

な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
参
考
に
し

た
配
食
に
よ
り
、
文
章
だ
け
で

は
伝
わ
ら
な
い
適
正
な
塩
分
濃

度
を
舌
で
知
る
一
助
と
し
て
は

ど
う
か
、
こ
の
先
も
透
析
患
者

が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
ゆ
く
施
策

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

小
林

 

世
界
的
に
2
千
羽
し

か
い
な
い
絶
滅
危
惧
種
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
が
い
る
環
境
は
人
間
に

も
素
晴
ら
し
い
環
境
で
あ
り
飛

来
す
る
数
が
増
え
れ
ば
環
境
も

そ
れ
だ
け
良
く
な
っ
て
い
る
指

標
に
な
り
ま
す
。

　

目
撃
情
報
を
募
り
、
繁
殖
地

が
あ
れ
ば
ポ
ー
ル
に
巣
を
設
置

し
見
守
る
体
制
を
整
え
、
子
育

て
を
主
軸
と
す
る
出
雲
崎
の
マ

ス
コ
ッ
ト
に
し
、
写
真
や
場
所

を
町
の
Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ
プ
し
て
は

ど
う
か
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
を

�
出
雲
崎
の
鳥
に
！

町
長

 

き
ら
り
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

一
度
取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
。

そ
れ
以
上
は
現
時
点
は
考
え
て

い
な
い
。

小
林

 

有
志
を
募
り
ポ
ー
ル

設
置
な
ど
進
め
て
参
り
ま
す
。

小
林

 

出
雲
崎
に
は
88
以
上

の
神
社
仏
閣
が
あ
る
の
で
は
？

と
議
会
サ
ロ
ン
で
自
身
の
裏
山

に
祠
が
あ
っ
た
と
ご
指
摘
を
頂

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
【
出
雲
崎

八
百
万
の
会
】
を
作
り
公
開
調

査
を
提
案
し
ま
す
。
神
仏
の
多

く
住
ま
う
こ
の
立
地
は
出
雲
崎

を
救
う
光
に
な
る
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

地
図
上
に
落
と
し
込
み
祀
ら

れ
て
い
る
神
様
や
由
来
を
知
っ

て
い
る
方
が
存
命
の
う
ち
に
撮

影
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
公
開
し
町
の
Ｐ

Ｒ
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

神
社
仏
閣
を
町
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用

�

【
出
雲
崎
八
百
万
の
会
】

小林 明日香 議員（文責）

Q&A地方創生
「出雲崎の日」制定を！

同じ思い共有している 町長

高
橋

 
原
発
再
稼
働
問
題
に

つ
い
て
、
新
聞
に
は
掲
載
さ
れ

て
い
る
が
広
報
で
は
全
く
触
れ

て
い
な
い
。

　

町
の
新
聞
購
読
世
帯
数
は
920

と
聞
く
。
４
月
の
町
世
帯
数
は

約
１
，６
０
０
。

　

一
部
の
限
ら
れ
た
町
民
へ
の

情
報
提
供
は
い
か
が
な
も
の

か
。

　

町
民
に
是
か
非
か
伝
え
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
情
報
提

供
す
べ
き
だ
。

適
宜
適
切
に
行
う

町
長

 

知
事
・
市
町
村
長
と

の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
、
当

町
で
は
津
波
な
ど
複
合
災
害
時

の
屋
内
避
難
は
不
可
能
だ
。

　

高
台
の
避
難
場
所
の
整
備
と

そ
の
た
め
の
財
政
支
援
が
必
要

だ
と
伝
え
た
。

　

原
子
力
防
災
体
制
の
継
続
的

な
充
実
、
強
化
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。

　

町
民
へ
の
情
報
提
供
を
適
切

に
行
っ
て
い
く
。

町
の
広
報
で
な
ぜ
町
長
の
考

え
を
表
明
し
な
い
の
か
？

高
橋

 

こ
の
制
度
に
は
プ
ラ

ス
も
あ
れ
ば
マ
イ
ナ
ス
も
あ

る
。

　

町
長
の
認
識
を
伺
う
。

ど
の
よ
う
な

　
制
度
設
計
を
す
る
か

�

検
討
す
る

町
長

 

地
域
外
の
人
材
、
知

恵
、
資
金
の
流
入
が
期
待
さ
れ

る
。
地
域
活
性
化
の
可
能
性
が

あ
る
。

高
橋

 

問
題
点
を
町
民
、
議

会
に
示
し
て
い
な
い
。
ど
う
次

に
活
か
す
か
。

町
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

�

掲
載
し
た

町
長

 

検
証
及
び
見
直
し
を

進
め
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度

�

そ
の
認
識
に
つ
い
て

前
期
・
総
合
戦
略
の
問
題
点

�

次
に
ど
う
つ
な
げ
る
の
か

地
方
創
生

高
橋

 

フ
イ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
活
用
で
町
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
す
必
要
が
あ
る
。

イ
ン
ス
タ・ス
ト
ー
リ
ー
ズ・

　
　
　
コ
ン
テ
ス
ト
を

�

開
催
し
て
い
る

町
長

 

町
に
は
海
、
夕
日
な

ど
い
わ
ゆ
る
「
原
石
」
が
あ
る
。

効
果
的
に
打
ち
出
す
方
策
を
検

討
し
て
い
る
。

高
橋

 

町
が
ひ
と
つ
に
な
る

方
策
を
考
え
る
べ
き
だ
。
町
の

日
を
制
定
し
て
み
ん
な
が
一
体

化
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

効
果
は
あ
る
と
理
解
す
る

町
長

 

令
和
９
年
が
町
村
合

併
70
周
年
だ
。
検
討
す
る
。

ワ
ン
フ
レ
ー
ズ（
ひ
と
こ
と
）で

町
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
せ
!!

地
方
創
生

出
雲
崎
の

�

ハ
レ
の
日
を
つ
く
れ

地
方
創
生

高橋 速円 議員（文責）

鷹やサシバは森の食物連鎖の頂点
これらが多く住む環境は人間にとっても住み良い環境。
出雲崎にとって大変誇らしいことです！

特徴：�高さ1.1m 羽を広げると2m目の周りが赤く羽の先が黒い、足
に識別用の輪があり、高く見晴らしの良いところが大好き。目
撃情報、写真など小林までお寄せ下さい。

コウノトリが繁殖する出雲崎を見守って参りましょう。

柏崎刈羽原発再稼働
　　　なぜ町民に認識を表明しないのか？

現段階では考えていない 町長

コウノトリは
水辺の食物連鎖の頂点
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出
雲
崎
高
校
存
続
の
た
め
の

�

町
の
支
援
策

　
　
　
　
　

令
和
８
年
度
か
ら
11
年

度
の
県
立
高
校
等
再
編
整
備
計
画
が

発
表
、
出
雲
崎
高
校
は
今
後
、
統
廃

合
な
ど
の
あ
り
方
の
検
討
が
必
要
な

高
校
と
し
て
名
前
が
挙
が
っ
て
い

る
。
将
来
的
な
存
続
を
考
え
る
と
、

恒
常
的
に
定
員
を
充
足
し
続
け
る
こ

と
が
必
須
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
令

和
６
年
度
入
試
の
倍
率
1
・
22
倍
を

維
持
し
続
け
る
た
め
、
町
と
し
て
の

今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　
　
　

 

ご
指
摘
の
よ
う
に
入
試

倍
率
1.0
以
上
を
維
持
し
続
け
る
こ

と
が
必
須
条
件
だ
と
と
ら
え
て
い

る
。
高
校
で
は
、
生
徒
の
多
様
な
教

育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
体
制
の
充
実

と
、
高
校
の
良
さ
を
中
学
校
の
先
生

や
生
徒
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
広

報
活
動
の
充
実
を
掲
げ
努
力
さ
れ
て

い
る
。
町
で
で
き
る
範
囲
の
支
援
に

加
え
、
高
校
の
要
望
も
対
話
を
重
ね

な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
継
続
的
に

支
援
を
行
い
た
い
。

　
　
　
　
　

７
月
中
に
、
総
務
文
教

常
任
委
員
会
と
し
て
２
回
ほ
ど
高
校

を
訪
問
し
、
意
見
交
換
を
し
た
。
高

校
の
魅
力
化
を
地
域
で
進
め
、
ピ
ン

チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
い
ず
れ
は

「
教
育
の
町
出
雲
崎
」
と
し
て
広
く

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
良

い
と
考
え
る
。
出
雲
崎
高
校
を
応
援

す
る
た
め
、
私
た
ち
も
頑
張
る
が
町

と
し
て
も
積
極
的
に
方
策
を
検
討
願

い
た
い
。

「
サ
マ
ー
イ
ズ
モ
ザ
キ
」の

�
開
催

　
　
　
　
　
　

 

駅
前
地
区
の
新
た

な
試
み
と
し
て
大
勢
の
方
が
楽
し
ん

だ
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。
近
隣
市
町
村

で
は
様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
飲
食

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

当
町
で
も
今
後
他
に
催
し
物
の
開
催

を
検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
、
広
報
の
遅
れ
は
あ
っ
た
が
概
ね

成
功
で
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
新
し
い
企
画
は
ま
だ
検
討
中
だ

が
、
10
月
の
ま
ん
ぷ
く
祭
り
、
３
月

の
美
食
味
め
ぐ
り
冬
の
陣
等
の
イ
ベ

ン
ト
を
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

羽
黒
町
と
尼
瀬
地
内
２

件
の
町
有
物
件
の
活
用
案
を
提
案
い

た
だ
く
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を

実
施
す
る
。
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
募
集
以

外
で
も
、
県
が
行
う
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

新
潟
」
を
通
じ
て
、
民
間
企
業
か
ら

幅
広
く
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
提

案
を
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

空
き
家
の
活
用
は
町
の

課
題
だ
と
考
え
る
の
で
、
県
外
に
も

積
極
的
な
広
報
を
し
て
も
ら
い
た

い
。

　
　
　
　
　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
新
潟
」

へ
の
依
頼
は
町
と
し
て
初
の
試
み
で

あ
り
、
企
業
を
中
心
に
全
国
の
方
が

閲
覧
で
き
る
。
県
内
外
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
を
期
待
し
た
い
。

農
作
物
渇
水
対
策
事
業
の

�

実
施
状
況

　
　
　
　
　
　
　

７
月
の
降
雨
量
が

極
端
に
減
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

「
農
作
物
渇
水
対
策
事
業
補
助
金
交

付
要
項
」
を
定
め
た
。
７
月
22
日
に

専
決
処
分
に
よ
り
予
算
を
確
保
し
、

農
業
者
の
方
々
に
周
知
を
図
っ
た
。

８
月
18
日
時
点
で
、
問
い
合
わ
せ
が

19
件
、
申
請
は
８
件
あ
っ
た
。

　

ポ
ン
プ
や
ポ
リ
タ
ン
ク
の
購
入
が

多
か
っ
た
。
続
い
て
、
新
潟
県
が
７

月
30
日
付
で
支
援
策
を
公
表
し
、
そ

れ
を
受
け
、
え
ち
ご
中
越
農
業
協
同

組
合
も
同
日
に
渇
水
対
策
支
援
を
公

表
し
た
。
町
の
支
援
の
対
象
と
な
る

農
業
者
の
方
々
に
は
、
す
で
に
お
知

ら
せ
を
お
こ
な
っ
た
。

任
期
付
職
員
制
度
の
導
入

　
　
　
　
　

き
ら
り
で
の
専
門
職
採

用
を
念
頭
に
、
新
た
に
任
期
付
職
員

制
度
の
導
入
と
条
例
制
定
を
、
９
月

定
例
会
で
提
案
予
定
で
あ
る
。
任
期

付
職
員
と
は
、
多
様
な
任
用
勤
務
形

態
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
専
門
的
知
識
・
経
験
が
必
要
と

な
る
場
合
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

体
制
を
充
実
さ
せ
る
場
合
、
部
分
休

業
を
取
得
す
る
職
員
の
業
務
代
替
え

な
ど
の
場
合
、
に
即
戦
力
と
し
て
任

用
す
る
制
度
で
あ
る
。
任
期
に
つ
い

て
は
３
年
ま
た
は
５
年
以
内
と
決

髙
桑
議
員

教
育
長

髙
桑
議
員

小
林
玲
子
議
員

総
務
課
長

産
業
観
光
課
長

町
有
物
件
の
活
用
案
の
募
集

総
務
課
長

和
田
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

産
業
観
光
課
長

総
務
課
長

全
員
協
議
会  

７
〜
９
月
開
催
分

全
員
協
議
会
は
議
案
の
審
査
又
は
議
会
の
運
営
に
関
し
、
協
議
ま
た
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場
で
す
。

行
政
内
容
あ
る
い
は
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

募集する建物①　羽黒町181番地

募集する建物②　「蔵と書」跡

ま
っ
て
お
り
、
待
遇
は
概
ね
正
規
職

員
に
近
い
。

　
　
　
　
　

こ
の
制
度
で
は
一
般
事

務
の
任
用
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
在
一
年
ご
と
の
更
新
で
勤
務
さ
れ

て
い
る
会
計
年
度
職
員
と
の
明
確
な

線
引
き
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
か
。

　
　
　
　
　

今
回
は
専
門
的
人
材
の

採
用
の
た
め
、
線
引
き
を
決
め
な
く

と
も
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。ま
た
、

現
在
の
会
計
年
度
職
員
が
任
期
付
職

員
に
応
募
す
る
こ
と
も
可
能
。

　
　
　
　
　

年
齢
制
限
は
あ
る
の
か

　
　
　
　
　

条
例
上
の
制
限
は
設
け

な
い
予
定
だ
が
、
他
の
正
規
職
員
等

の
関
係
か
ら
定
年
近
く
の
方
の
雇
用

は
あ
ま
り
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　

60
歳
以
上
で
経
験
値
の

高
い
方
も
多
く
お
ら
れ
る
と
考
え
る
。

応
募
人
数
を
増
や
す
た
め
に
も
、
年

齢
幅
を
広
く
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

正
規
職
員
に
近
い
待
遇

の
た
め
、
年
齢
条
件
も
同
じ
よ
う
に

設
定
す
る
方
向
を
考
え
て
い
る
。
実

際
の
募
集
内
容
の
詳
細
は
、
条
例
制

定
後
に
決
め
る
た
め
ご
意
見
を
踏
ま

え
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　

町
と
し
て
行
財
政
改
革

に
取
り
組
む
中
で
、
人
材
雇
用
と
財

政
の
バ
ラ
ン
ス
を
十
分
に
と
り
な
が

ら
採
用
人
数
を
調
整
し
て
も
ら
う
こ

と
を
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　

新
潟
県
出
身
で
元
内
閣

官
房
内
閣
参
事
官
と
し
て
、
地
方
創

生
担
当
を
務
め
ら
れ
た
大
津
俊
哉
氏

と
の
懇
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
対
象
は
全
役
場
職
員
と
議

員
。
趣
旨
と
し
て
本
町
が
抱
え
る
課

題
や
地
域
活
性
化
等
に
つ
い
て
、
大

津
氏
か
ら
指
導
を
い
た
だ
く
。
さ
ら

に
大
手
企
業
社
員
の
伴
走
支
援
チ
ー

ム
か
ら
副
業
的
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

き
、
本
町
の
職
員
と
と
も
に
課
題
解

決
に
向
け
て
の
活
動
を
予
定
す
る
。

　
　
　
　
　

活
動
に
お
い
て
の
経
費

や
補
助
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　

現
段
階
に
お
い
て
特
別

な
費
用
は
掛
か
ら
な
い
範
囲
で
行
う

と
聞
い
て
い
る
。

そ
の
後
の
動
き
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

懇
談
会
後
、
地
域
課
題

シ
ー
ト
を
職
員
よ
り
任
意
で
提
出
を

求
め
た
が
、
22
人
の
職
員
よ
り
28
課

題
の
提
出
が
あ
っ
た
。

　

９
月
に
計
４
回
オ
ン
ラ
イ
ン
等
で

打
合
せ
を
実
施
し
、
優
先
課
題
を
整

理
し
な
が
ら
、
今
後
も
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
く
。

出
雲
崎
町
立
学
校
を
取
り
巻
く

�

現
状
と
課
題

　
　
　
　
　

今
後
の
町
立
学
校
の
運

営
に
お
い
て
、
２
点
主
要
な
課
題
が

あ
る
。
１
つ
目
に
学
校
施
設
の
老
朽

化
で
、
小
中
と
も
に
約
50
年
経
過
し

て
い
る
。
通
常
40
年
程
度
で
改
築
が

行
わ
れ
る
。
２
つ
目
に
児
童
生
徒
の

顕
著
な
減
少
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現

状
を
踏
ま
え
、「
出
雲
崎
町
立
学
校

の
在
り
方
検
討
委
員
会
」
を
新
た
に

設
置
す
る
予
定
で
、
将
来
を
展
望
し

た
学
校
の
在
り
方
を
様
々
な
選
択
肢

が
あ
る
中
か
ら
、
幅
広
い
見
地
を

も
っ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

こ
の
課
題
は
待
っ
た
な

し
の
状
況
だ
と
思

う
。
検
討
委
員
会

を
早
期
に
立
ち
上

げ
、
今
後
の
方
向

性
を
委
員
会
よ
り

示
し
て
も
ら
い
た

い
。新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

定
期
及
び
任
意
予
防
接
種
費
用

�

に
お
け
る
自
己
負
担
額
の
決
定

　
　
　
　
　
　
　

65
歳
以
上
対
象
の

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
に
つ
い

て
、国
か
ら
の
助
成
金
終
了
を
受
け
、

県
よ
り
接
種
費
用
に
つ
い
て
提
示
が

あ
っ
た
。
令
和
７
年
10
月
１
日
よ
り

自
己
負
担
８
，０
０
０
円
、
町
負
担

７
，３
０
０
円
と
し
、
任
意
の
接
種

に
つ
い
て
も
費
用
を
合
わ
せ
る
形
と

し
た
。

出
雲
崎
町
職
員
の

�

兼
業
許
可
と
基
準
の
設
定

　
　
　
　
　

社
会
情
勢
を
鑑
み
て
、

兼
業
を
希
望
す
る
職
員
が
兼
業
で
き

る
体
制
整
備
を
行
う
。
一
方
で
、
公

務
員
は
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
性

質
上
、
職
務
の
公
正
と
能
率
を
確
保

で
き
、
職
員
の
品
位
を
損
ね
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
町
で
の
許
可
基
準
を
設

け
て
、
営
利
企
業
等
の
一
部
従
事
制

限
は
行
う
。

　
　
　
　
　

現
状
職
員
か
ら
兼
業
の

希
望
は
出
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
主
に
、
地
域

部
活
動
へ
の
従
事
で
許
可
は
出
し
て

い
た
が
、
い
わ
ゆ
る
営
利
企
業
に
従

事
を
希
望
す
る
声
は
聞
い
て
い
な

い
。
こ
の
制
度
の
周
知
を
行
い
、
希

望
が
あ
れ
ば
許
可
を
出
す
よ
う
に
進

め
て
い
き
た
い
。
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長
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懇
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催
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長

総
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長
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町の課題 を調査・研究中町の課題 を調査・研究中
７月２日　総務文教常任委員会 視察・調査報告７月２日　総務文教常任委員会 視察・調査報告８月４日　社会産業常任委員会 視察・調査報告８月４日　社会産業常任委員会 視察・調査報告

　現地視察では、藤巻、柿木、神条、吉川、相田、田中のため池には、ほとんど水が無く、池の底の防草シー
トが熱で膨張している箇所もいくつか見受けられた。
　柿木や吉水の田んぼでは、水が干上がりひび割れているところもあり、すでに稲が黄色く変色している様
子もあった。
　田中では、沢にいる淡水魚も干上がり、豊かな生態系を支える環境が壊れてしまっていた。

稲が黒くなり始めてい
る。なんとかもちこた
えてほしいが、どうな
るかわからない。

　今後は、メダカの養殖にも使えるような渇水の補助も検討していただき、さらに農業者の声を聴きながら、
国や県の補助を引き続き最大限活用しながらも、異常気象に対応できる体制づくりを引き続き検討していた
だくよう要望した。

副議長　石　川　　豊
　令和７年７月 29 日、新潟県自治会館において、「新潟県町村議会議
長会」主催による県内町村議会の全議員を対象に研修会が開催された。
　新潟県立大学国際地域学部　准教授　田口一博氏を講師としてお招
きして、約 1 時間にわたり「新潟県の公助を担う人材の確保」と題し
て、人口減少・超高齢化社会における議会のあり方を中心に、基調講
演が行われた。
　その後、田口一博氏がコーディネーターとなり、聖籠町・田上町・
湯沢町・関川村の代表議員 4 名がパネリストに就き、「町村議会議員
のなり手不足の現状と対策」について、パネルディスカッションが実
施された。当議会では、このテーマの要因の一つである議員報酬引き
上げを先刻、実施したばかりであるが、各パネリストの意見など参考
になるものがあった。

新潟県町村議会議員研修会報告〈前期〉 新任議員研修会報告
和　田　一　幸

　「新潟県町村議会議長会の概要」や「町村
議会の制度の運営」を、新潟県町村議会議長
会事務局長と相談員の方から教わり町村議会
の心得などとても参考になりました。
　また、阿賀町・田上町の新任議員の方々も
参加しており各町の現状を知り、親交を深め
ることができ、今後の町政を考える上で大い
に刺激を受けた学びになりました。町外議員
とも連絡を取り合い柔軟な思考で出雲崎町新
人議員三人は議会に臨んでいきます。

　学校長から最新の県立高校再編計画とその動向についての説明を受け、出雲崎高校の存続と、出雲崎町の
高校として、当委員会や地域・町ができることについてそれぞれの考えを話しながらすりあわせを行なった。
　出雲崎高校が存続するためには、入試倍率 1 倍以上を毎年維持し続けることが必須条件である。
　出雲崎高校では各々生徒の状況に合わせた丁寧な指導を進め、「社会ニーズに応える教育実践の評価により、
入試倍率 1.2 倍を維持する学校づくり」を着実に実践に移している。
さらに、出雲崎町民が出雲崎高校を大切に思う気持ちに期待をし、地域との関わりを重視して方略に活かし
ていきたいとしている。
　この部分で私たちは、地域や出雲崎町民、また出雲崎と関わりのある方たちの協力を得て出雲崎高校をもっ
と盛り立てていくことができるのではないかと考え、具体策をいくつか、実践に移す検討を始めている。
　出雲崎町は「未来へつなぐ子育て応援宣言のまち」として、町をあげて若い世代を応援している。
私たちの誇りである「心耕」を継承する地域の高校を守り、高校の魅力化を地域でも進め、「教育の町出雲崎」
として内外に知ってもらえるよう、今後、出雲崎高校と連携をとりながら活動をすすめていくことを確認した。

　６月から８月初旬ま
でまとまった雨が降らな
かったことから、町内一
円における渇水状況の現
地視察をおこないました。
　その後、山田課長補佐
の出席を得て、渇水状況
と用水とパイプラインの
仕組みについて説明を受
けました。

　総務文教常任委員会
では６月に発表のあっ
た新潟県の県立高校再
編計画を受け、７月２
日に出雲崎高校を訪問
し、真島校長との意見
交換をおこないました。

和田副委員長
今後の新しい支
援策は検討され
ているのか。

宮下委員
ため池には普段ど
のくらいの水量が
あるのか。どこに供
給されているのか。

石川委員
水が無くても育
つ稲作について
は話は出ていな
いのか。

小林明日香委員
町外でも大きな
川から水をいた
だけないものな
のか。

農家の方の声農家の方の声
委員の意見委員の意見

島委員長 髙桑委員長
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宮下孝幸
【高森町】県立高校存続は
・県知事の許可と町の財
源が必要。
【苓北町】風力発電の取組
・風力の是非は別として、
今後ゼロカーボンの取組
は必要。

北谷三樹
　高森町は町外の多
様な企業ともつなが
りを持つように動
き、積極的に協同を
模索していることが
印象的でした。

小林明日香
　風車がゆっくり回り始めると大きな黒い影が地面を滑りチカチ
カと不安になる明暗を感じた。日陰に入る家（計画では70 件近く）
は音がしなくとも200m級のこの威圧感と20年過ごす事になる。
　撤去費用が1機1億円と言われている今、3機で2千万円の供託
金に唖然とした。7機建て、もし事業者が逃げた場合を考慮する
と長期的に見ても当町に風力発電は何のメリットもないと再確認
した。

石川　豊
　高森町、苓北町共
に、対象事案に対す
る熱量を感じた。

中野勝正
　高森町においては、町長のリーダーシップの中、議会や町職員
一体で、県知事、県教育委員会を動かして、県立高校全国初「マ
ンガ学科」創設。
　苓北町長及び議会議長から町として風力発電を推し進めたこと
などの話を聞かせていただき、勉強になり、有意義な視察でした。

和田一幸
　視察した両町は対象的で大変参考に
なった。苓北風力発電所は風車の威圧
感に驚いた。これよりも出雲崎はもっ
と大きいので怖く不安に感じた。

島 明日香
　風車は、まるで SF 映画の中に
いるような異物に見えました。電
気のふるさととしてのまちづくり
を掲げ再エネを推進しており、
町にとってデメリットが
無いという考えに
驚きました。

小林玲子
　高森町では行政、地域と連携した教育の取組に触れるこ
とができ、苓北町では実際に風車を見学し再生可能エネル
ギーを活用した取組について学びました。
　今後、私たちの町づくりにも活かしたいと思っています。

高橋速円
【高森町】県との連携が重要であり、高校存続
にはふるさと納税が多いに寄与している。

【苓北町】事業撤退、終了時への積立（担保）
が意外に少額であったことが驚きだった。

髙桑佳子
　視察先で苦労話など生の話を
聞くこと、見ることはネットや
本で調べるより何倍もインパク
トと気づきがあると感じた。

行政視察を終えて

 　

熊
本
県
阿
蘇
五
岳
の
南
東
部
に
位

置
す
る
、
人
口
約
５
，３
０
０
人
、

約
175
㎢
と
出
雲
崎
町
の
４
倍
の
面
積

が
あ
る
。
阿
蘇
五
岳
の
一
つ
「
根
子

岳
」
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
雄
大
な
眺

め
は
熊
本
自
然
百
景
１
位
に
選
定
さ

れ
て
い
る
。
出
雲
崎
町
と
同
様
に
、

子
育
て
し
や
す
い
町
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

を
目
指
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
し

全
国
公
立
高
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初
の
高
森
高
校
マ
ン

ガ
学
科
へ
の
支
援
な
ど
「
こ
ど
も
の

学
び
の
環
境
」
に
力
を
入
れ
る
と
共

に
、
子
ど
も
医
療
費
の
全
額
助
成
や

保
育
料
完
全
無
償
化
、
育
児
手
当
支

援
の
支
給
な
ど
、
町
独
自
の
子
育
て

支
援
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

 　

平
成
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熊
本
地
震
復
興
の

際
、
シ
テ
ィ
ハ
ン
タ
ー
な
ど
で
有
名

な
株
式
会
社
コ
ア
ミ
ッ
ク
ス
と
縁
が

あ
り
進
出
い
た
だ
い
た
。
産
業
振
興

を
考
え
て
き
た
が
、
先
人
が
守
っ
て

き
た
高
森
町
の
水
や
空
気
を
汚
す
よ

う
な
企
業
誘
致
は
行
な
う
べ
き
で
な

い
と
い
う
町
長
の
考
え
方
と
先
方
と

の
意
見
が
一
致
し
た
。

　

全
町
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
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備
し
て
お
り
、
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鉛
筆
、
パ

ソ
コ
ン
と
光
通
信
さ
え
あ
れ
ば
よ
い

出
版
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に
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っ
て
、
環
境
も
整
っ
て
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た
。
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力
す
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の
申

し
出
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あ
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ン
ガ
科
新
設
の
案

が
浮
上
す
る
。
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か
っ
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令
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マ

ン
ガ
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用
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た
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森
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校
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魅
力

向
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携
協
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高
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ア
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ッ
ク
ス
の
４
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で
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け
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携
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。
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に
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お
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就
学
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援
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業
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成
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の
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助
、
寮
の
完
備
な
ど
、
様
々
な
支

援
を
し
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い
る
。

　

現
在
、
様
々
な
場
面
で
子
ど
も
た

ち
の
活
躍
が
町
に
活
気
を
与
え
て
い

て
く
れ
る
。

 　

様
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ャ
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が
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時
に
、
着
実
に
そ
れ
を

つ
か
み
取
っ
て
実
現
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
、
成
功
に
繋
が
っ
て
き
た
の
だ

と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
チ
ャ
ン
ス
が
来
る
ま
で
に

面
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厭
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ン
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科
新
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の

思
い
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じ
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し
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力
し
あ
い
地
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に
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す
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事
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概
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の
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思
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ら
れ

た
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熊
本
県
の
南
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、
天
草
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の

天
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下
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に
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西
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人

口
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６
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０
０
人
、
面
積
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る
。
県
庁
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る
熊
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は
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が
、
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つ
か
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の
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国

立
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で
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教
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、
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雲

崎
町
と
同
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史
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化
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つ
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光
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に
車
エ
ビ
の
養
殖
な
ど
、
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業
も
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で
あ
る
。

 　

当
町
に
風
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発
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。

　

風
力
発
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の
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、
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発
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光
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。
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。
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時
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懸
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。
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、
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元
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ま
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金
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。

　

環
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て
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い
か
。
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／
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7　
　4 議会モニター意見交換会

議会モニターとは、年１回以
上議会の傍聴をしていただ
き、議会運営に関して意見を
提出していただく方のことで
す。任期は２年で、毎年この
ように議員との意見交換会に
参加いただいています。

議会の様子を
YouTubeで配信しています

出雲崎町議会
YouTube チャンネル ▼

応募資格

応募期間

記 念 品

出雲崎町内に住所を有する方
出雲崎町内に通勤通学する方

最優秀賞 ／ 出雲崎町観光協会商品券 5千円分
令和７年10月25日㈯～令和８年1月9日㈮

※詳細は「出雲崎議会ホームページ」でご確認、または議会事務局へお問い合わせください。

皆さんに手に取っていただき、より親しみやすい議会だよりを引き続き作っていくために、表紙
「いずもざき 議会だより」の題字デザインを募集します。デザインが好きな方、字を書くことが
好きな方、一人で考えたもの、みんなで考えたものなど、自由なデザインをたくさんお待ちして
います！

議会だより題字デザイン募集題字デザイン募集

募集要項は
こちら

開催日 会　　場 時間 担当議員

11月22日（土） 妻入り会館
午前10時

～正午

中野勝正 和田一幸

令和8年
１月24日（土）

ホッと情報館
陽だまり 宮下孝幸 小林玲子

議会サロンを開催します
町議会では、町民の皆さまのご意見・
ご要望等をお聞きする『議会サロン』
を開催しています。担
当議員２名が皆さまを
お待ちしています。
ぜひ、お越しください。

11月10日㈪、11日㈫ 2回の開催
「顔が見える議会」を目指して！

を開催
します。

出まえ議会は、議員が地域に出向いて皆さまと意見交換を行います。素朴な質問から率直
な意見まで、議会に対する要望やご意見など町民の皆さまの意見をお聞かせください。

お近くの会場にぜひお越しください。
開催日 会　　場 開場時刻 担当委員

11月10日㈪ 大門集会場 19時00分〜 総務文教常任委員

11月11日㈫ 藤巻地区コミュニティ消防センター 19時00分〜 社会産業常任委員

総務文教常任委員 髙桑佳子 小林玲子 中野勝正 北谷三樹 高橋速円

社会産業常任委員 島  明日香 和田一幸 宮下孝幸 小林明日香 石川　豊

出まえ議会

●�一般質問の後、結果がどうなったのかわからない。

●�公約を4年間でどう実現していくかみせてほしい。

●�議会の傍聴に来る人が少なすぎる。

●�各議員が自分の頑張りをもっと知らしめるべき。

●�議会を傍聴してみて勉強になる。

●�「議会行ってきたかね？」と知人などに聞かれ
るので、誰がどんな質問をしたのかなど話した
り、町民と議員の橋渡しをしている。

●�モニターに対する報酬は重荷になるので引き続
き無い方が良い。ボランティアだから来やすい。

●�各行政区から一人ずつモニターになってもらう
のはどうか。

●�ただ募集をかけるだけでは来ない、募集方法を
もっと考えてほしい

●�どこで議会中継が見れるのかを町民にもっと宣
伝してほしい。

●�議会だよりは要約されていて分かりやすいが、
実際はもっとボリュームがあるので傍聴に来れ
ないときは、議会中継を見た方がより分かりや
すい。

●�議会以外での議員の苦労がわからない
ので、議会だよりでは各議員の活動も
載せても良いのではないか。

●�議会だよりの「みんなの声」のコーナー
では、議員が順番に一人ずつ出ても良
いのではないか。

●�議会だよりでは、例えば「私のつぶやき」
コーナーをつくると、各議員の人柄が
分かったり親しみがもてると思う。

一般質問について

議会モニターについて

議会中継について

その他

現在、委嘱を受けていただいているモニターのお二人と意見交換を行いました。

議会中継総再生数（R7.10.7 集計）

★この中でも一般質問の再生回数が多いです！

令和6年
定例会 再生回数

3 月 212回
6月 191回
9月 350回
12月 364回

令和7年
定例会 再生回数

3 月 370回
6月 576回
9月 210回
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表
紙
小
話

の

んみ な の 声

編
集
後
記

インタビュー
　　しました！

　○
○
の
秋
と
い
え
ば
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
秋
を

思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

　今
回
は
「
芸
能
・
芸
術
の
秋
」
を
テ
ー
マ
に
小
中

学
生
の
「
お
け
さ
教
室
」
と
磯
野
紙
風
船
さ
ん
の

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。「
お
け

さ
教
室
」で
は
、子
供
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
な
歌

声
や
楽
器
の
音
色
、そ
し
て
、大
人
顔
負
け
の
表
情

豊
か
な
踊
り
に
感
動
さ
せ
ら
れ
、
磯
野
紙
風
船
さ

ん
の「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」で
は
、
個
性
豊
か
な
デ

ザ
イ
ン
の
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
紙
風
船
を
作
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　「出
雲
崎
お
け
さ
」、「
紙
風
船
」、い
ず
れ
も
出
雲

崎
町
を
代
表
す
る
伝
統
文
化
で
す
。

　町
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
披
露
さ
れ
る
機
会
も
あ

り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
今
回
は
残
念
な
が
ら
お
話
を
伺
え
ま
せ

ん
で
し
た
が
「
小
木
ノ
城
地
区
振
興
会
小
木
ノ
城

太
鼓
」の
練
習
も
見
学
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
様
子

は
、
次
の
機
会
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

  

（
小
林 

玲
子
）

　
今
号
は
、通
常
の
報
告
に

加
え
、令
和
５
年
度
の
決
算

認
定
や
主
な
事
業
の
紹
介
、

各
委
員
会
の
視
察
、さ
ら
に

は
熊
本
県
へ
の
行
政
視
察

な
ど
、多
彩
な
内
容
を
盛
り

込
み
ま
し
た
。

　
少
々
盛
り
沢
山
で
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
分
、
読
み

応
え
の
あ
る
一
冊
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
誌
面
づ
く
り
を
進
め
る

中
で
、私
自
身
も
多
く
の
学

び
や
気
づ
き
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　『
皆
さ
ん
の
声
』
を
き
ち

ん
と
お
届
け
で
き
て
い
る

か
を
改
め
て
振
り
返
り
つ

つ
、
今
後
も
工
夫
を
重
ね

て
、親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

「
議
会
だ
よ
り
」
に
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
小
林 

玲
子
）

小 林  豊 喜 さん  
こ  ばやし  とよ   き

委
員
長
　
島
　
明
日
香

副
委
員
長
　
小
林
　
玲
子

委
　
　
員
　
髙
桑
　
佳
子

　
　
　
　
　
小
林
明
日
香

　
　
　
　
　
和
田
　
一
幸

　
　
　
　
　
北
谷
　
三
樹

議
会
報
特
別
委
員
会

孫と一緒に町の書道教室に
通っています

熱気あふれる一打 伝統文化の継承中

 通い始めたきっかけは？
　3年前、文化祭に出品した書の前で声をかけ
られて、自己流でしたが師匠について学びた
いと思い、土日に孫のおもりをすることが多く、
隔週の土曜日だったので孫と一緒に入会しま
した。
 
通い始めていかがですか？
　『自分の好きな字を書いていい』という教室
なので、上手くなりたいのは勿論ですが今は
紫式部を題材に当時の人の筆致を手本にし、
手の動きから時空を超えその人柄を感じるの
が堪らなく楽しいです。
　5年生のお姉ちゃんは色を自身で変えて『花』
を、1年生の弟は書き順を見てほしいと言われ
4月から通い、半年でぐんぐん上達し硬筆が楽
しくなってきた様子です。
 
絵も描かれたのですか？
　紫式部が石山寺で琵琶湖を見下ろしながら
光源氏の構想を練ったことにあやかり、自分
も庭を望みながら、絵葉書を見本に独学で描
いています。11月2・3日、生涯学習フェスティ
バルに出展します。書道教室のお仲間も随時
募集中です是非いらしてください。


